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研究主題 多様化 している現代社会 の中で、自己の価値 に関する思索 を深 め、

人 間尊 重の精神 に基づ いて、諸 問題 を解 決 してい く能 力を養 う指導 の

工夫

1主 題設定の理由と研究の経過

1主 題設定 の理 由

現在、 わが国にお いて は、情報 化 ・国際化 ・高齢化 な どが急速 に進展 す るなどの社会 の変化

に伴 って 、様 々な新 しい問題 が発生 して いる。た とえば、情報化 の進展 は、個人情報 の漏 洩 な

どプ ライバ シーの保護 をめ ぐる問題 を発生 させ、高齢化 は、高齢者 が どの よ うに して生 き甲斐

の ある生活 を してい くか、 また、社 会が高齢者 を どの ように支 えて い くか とい うよ うな、高齢

者 の問題 を深刻 にさせて いる。

世界 にお いて も、多極化が進む なかで各地で政 治的 ・経 済的 ・宗教的 な紛争 か ら難民 問題 を

発生 させ 、 また、地球 的規模での環境破壊が一層 激 しく進 行 して いる。

本部会 で は、 この よ うに多 くの課題をかかえた現代の社会を生 きる生徒 に対 して、公民 と し

て の資質 を養 うたあにはどのよ うな指導 が有効であ るかを検討 した。 そ して、社会 的連帯 感 や

責任感 の低下 による心 の荒廃 がみ られ る現代 にお いて は、人間尊重 の精神 に基 づいて思索 を深

め る学 習が重要で ある と考 えた。 そ こで、自己の価値観を形成す るに当 た り、人 間の尊厳 を大

切 にす るとい う基本姿勢 に立 って、社会 の諸問題を生徒 自 らが解決す る能力 の育成 を目指 して、

本研究主題 を設定 した。

2研 究の経過

まず、各研究員 の 日々の授業 での取 り組 みの中か ら、本年度 の研究主題 にふ さわ しい課題 を

もち寄 ることか らは じめた。「倫理 」を主 に担 当す る者3名 、「政治 ・経済」 を主 に担 当す る者

6名 が、そ れぞれの授業実践 で明 らかにな った問題 を検討 し、 あま ぐる しく変 化す る現代社 会

の中で登場 して きた新 しい事象 にっいて教材化す ることを試 みた。その結果 、本年度 の研 究 で

は、①沙漠 の緑化 を題材 と した地球環境 か らのアプ ローチ と して 「これか らの地球市民 と して

の生 き方」② 「高齢化社 会 にお ける尊厳 あ る生 き方」③ 「人権保 障の発達 と基本的人権 の保障」

に関わ る問題 の中で 「マ スメデ ィアと人権」及 び 「知 的所有権」、を と りあげた。本部 会で は、

以 上 の3テ ーマに焦点 を当て、それぞれの研究班 に分 かれて共 同研究 をす ることと した。

次 に、設定 したテーマに沿 った研究 内容 を各研究員 がそれぞれ提案 し、研 究協議 を重 ねた。

多様 化 して い る現代社会 を どの ような視点で とらえ るか とい う認識 と、生 徒が、周 囲に流 され

る ことな く自己の思索 を深 めて各 自の価値観 を しっか りと確立 して い くための方 向づ けをす る

ことの大切 さを確認 した。そ こで、人間尊重の精神 を基調 に置 き、多様化 して いる現代社 会 の

様 々な問題 を解決 す る学 習を通 して、人間 と しての在 り方生 き方 に関す る考察 を深 め る指導 内

容 ・方法 の研究 をす ることに した。
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IIこ れか らの地球市民 と しての生 き方

1研 究内容 と方法

(1)21世 紀 に向けた倫理 の学 習の枠組み にっ いて

① 従来 の 「倫理」 の学 習で は、数多 くの哲学者 ・思想家 の思想 につ いて学習 す るこ とに

重点が置か れ ることが多 く、「今、 ここに生 きて いる私」 が 「これ か ら、 どの よ うに生

きよ うとす るのか」 とい うことにっ いての学 習が十分 に行 うことがで きない傾 向 もみ ら

れた。本 グループで は、生徒 が どの ように生 きて い くかにっ いての思索 を深 め るこ とを

目指 し、「よ りよ い生 き方 とは何か」 とい う主題を倫理の授 業 で どの よ うに展 開 して い

くかにっ いて検討 を行 った。その際、人間 が地球上 に生 きる多様 な生 物 の一っ であ る こ

とを認識 し、人類 や地球環境 とい った広 い視野 に立 って考 え ることがで きるよ うに工 夫

した。

個人 の生 き方 は、本人 を とりま く生活 や社会 の環境 、時代 の思潮 といった ものを抜 き

に して は考え る ことがで きない。いかな る個人 も時代 の精 神を呼吸 し、時代 のかか え る

問題状況 に影響 を受 けなが ら生 きてい る。個人 が 自らの生 き方を考 え ると きも、 自分 を

取 り巻 く環境 を意識 し、 その中か ら自分 に とって好 ま しい ものを選 びとって生 きて いる。

しか し、高度 に発達 した流通網 と情報網 を もっ肥大化 した現代社会 の中で、金銭 さえ あ

れば物 やサー ビスが得 られ る環境 の中 で育 った青年 に とっては、人 間に とって何 が基本

的 に大切 な ものかを見分 けるこ とは容易で はない。 また、 自分 たちの物 質的 な欲望 の充

足が、地球環境 や開発途 上国 の状況 とどの よ うに関係 してい るかに気付 くことは難 か し

い。 とか く個 人的な消費生活 にのみ 目が向 きが ちな青年 に、今 日、人類 に課 せ られ た 問

題が何 であ るかを 自分 自身の問題 と して認識 させ、頼 もしい21世 紀 の担 い手 と して の成

長 を いか に して促 すかが、「倫理」 の学習 や教育 の正念場 ともいえ る。

②21世 紀を迎 え る人類 に課 せ られた諸 問題 とは何 か、それ らを どの よ うな倫理観 に基 づ

いて考 え、解決 してい くべ きかの図式例 を、次頁 に示 した。 この図が示す ように、今 日、

我 々がかかえ てい る様 々な問題群 は、人類 の生 き残 りがかか った地球環境問題を筆頭 に、

いずれ も解決困難 な問題 ばか りであ る。その問題解決 への正 しい方 向 を考 えなが ら生 き

て い くことが、今、我 々に求 め られてお り、倫理 の学 習 もその点 に配慮 してい くこ とが

大切 であ る。 そ して、 ただ人類 が地球上 に生 き残 るたあだけの技術論 ではな く、生 き残 っ

た上 でなお いか に生 きて い くかを問 うことが、倫理 の学習 の課題 といえる。その意 味で、

これか らの倫理の学習で は、新 しい地球共同体 の倫理 ともい うべ きものを確立 して い く
おおたにひでひと

ことが必要 で ある。 これ に関 して倫理学者 の大谷愛人 が整理 した、新 しい倫理 の5っ の

転換 をあげてお く。

ア 人間 中心 の倫理 か ら 「生へ の畏敬」 の倫理ヘ

イ 「自己」 の意 味への無関心 の状態か ら、「人間 と しての 自己」 の意 味 へ の 目覚 めを も

っ ことへ(す なわ ち 「意味への指向性」)

ウ 人間 としておかれて いるが故 に、そ の 「自己」 に託 されて い る 「他者 」 に対 す る

「使命」 と 「課題 」 に目覚 める こと(す なわち 「共苦 と共 同の論理 に生 きる こと」)
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2■ 世 紀 の 社 会 に 応 じ た 新 し い 「倫 理 」 の 構 想

研 究 主 題
「多 様 化 し た 現 代 社 会 の 中 で 、 自 己 の 価 値 に 関 す る 思 索 を 深 め 、

人 間 尊 重 の 精 神 に 基 づ い て 、 諸 問 題 を 解 決 し て い く 能 力 を 養 う
指 導 の コ〔夫 」

1
〈 現 実 の 世 界 〉

(研究主題)多 様化 した現代社会

時代 ・社会の中心的な価債 の喪失

自由な民主社会 → 衝健 の相対化

例 ニーチ ェr神 の死」L
社会組織の巨大化、人 間疎外

「
…

↓

→
自捜 の孤独 → 人間的な共同体(故 郷)の 回復

と不安 または 、全体主義的雰囲気への埋没 ・熱狂

〈 自 己 の あ り 方 〉

(研 究主題)自 己 の価値 に関す る思索
→ 孤立的な 「自己」の意味 への無関心状態 」→

「人間 としての 自己」の意味への 目覚 め

↓ 例 キルケゴール

他者 ・生命あ るもの ・自然 に囲 まれ 、それらに支
えられて生 きてい る人間の在 り コについての自

i

〈 こ れ か ら の 課 題 〉

(研究主題)人 間尊重の精神に基 づ く問題解決
r

1

:
■

「2■ 世 紀 問 題 群 」**
=人 類社会に課せられた課題

rr人 間』であ るが故に、 自己に託 されている

他者 に対す るP使 命 』 「課題 』の自覚 」*
r共苦 と共同の論理ez生 きる こと」*

例 神 谷美恵 子 「生 きがいについて」
→ ともが ら(倫)の 理 としての 「倫理 」の回復

↓

糟 鞭護嚥

②国家

③宗教

て
民族
人権

財政

戦争 ・地域紛 争

人類社会の融和

「人間中心(エ ゴイズム)の 倫理 から、

『生への畏敬』 の倫理 へ」*例 シ ュヴァイツ アー

難民問題
経済難民

>1 環境 難民

紛争 による難民

讐[雛 誹灘1雪_題

轡[縫 撫;
常A

↓

「

■

1

-
1

雪

虚観理倫
の

い
紀

し
世
新

■2

筆

「欲望横溢 の社会 とその勢位 のも とで の

生活 」からr節 制 と充足 を体質 とす る

社会 と生活 」へ の転換*

◇人 間中心的発想 → 環境 ・生態系 と

競争 ・開発 の原理 の調和

◇利潤 ・財貨優先主義 → 人権の尊重

◇排他的民族主義 → 人類の連帯意識

民族共存 の原則一 i(本 指 導 案 の 具 体 例)
i遠 山 正 瑛 の 沙 漠 緑 化 事 業
1と 市 民 の ポ ラ ン テ イ ア
し_.__._._._.__._._._._.__.__.__._._、__._.1

2■ 世 紀 の 地 球 文 化
・人 類 文 化 の 創 造

(補 足)

(ア)上 記の表は 、今回 の研究主題 にそって考えた 「倫 理」 の全体計画の案であ る。左側 に 「21世 紀 問題群」 と題 して示 され た人類

社会の諸 問題 に対 し、それを解決す る倫理の基本的な在 り方 として 、右側の 「21世 紀 の新 しい倫理観 」が対応 して いる。過去 におけ

る思想史的な配列 を中心 としたr倫 理」の枠組みを脱却 し、人類社会が直面 している現実 の問題 を認識 し、それ らの諸問題 を解決す る

ための指 針 となるような新 しい倫理観の確立を目指 したものであ る。なお*印 の語句 は、以下の著書か ら引用 した。

*大 谷愛人 「倫理学講義」勤草書房

**中 村雄二郎 「21世 紀問題 群」岩 波書店

(イ)沙 と砂 につ いて 遠山正瑛は水に乏 しい とい う意味での 「沙漠」を使 い、砂沙漠 を意味す る 「砂漠」は使わない 。ただ し著書の

題 名では両力 が使 われて いる。
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エ 「欲望横溢 の社会 とその勢位 の もとでの生活」 か ら 「節制 と充 足 とを体質 とす る社

会」 ヘ

ォ 「文 化」創造 に対す る根本的態度 の転換～他者 の関心 をひ こうとす る他人指 向的 な

「表現形式」追求第一主義 か ら、精 神的な もの、人間の根 本価 値 、 人 間性 を本 質 とす

る 「内実根拠」追求第一主義へ

以上 の5つ の点 は、 これか らの社会 にお ける倫理的 な課題を示 したものであるが、本 グルー

プで は、 こう した倫理的 な課題 を踏 まえ た生 き方を して いる人物を取 り上 げて教材 化 し、生

徒が 自分 の生 き方 につ いて考え る ことがで きるよ う工 夫 した。

(2)「 地球市民 」 と しての生 き方の学 習
とおやませいえい

① 遠山正瑛 の中国での沙漠緑化の事 業の実践例 を通 して、 自然 環境を守 る地球 市民 と し

ての生 き方 を学 ぶ。

② 市民 のボ ラ ンテ ィアに よって成 り立 つ沙漠緑化 事業が、農地 の回復、食糧問題 の解決、

日中の国際交流 に貢献 し、世 界の平和 にっなが る具体的な道 であ る ことを理解 す る。

③ 生 徒が身近 な環境 問題 とその解決 を討議 し、地球 市民 と しての生 き方 を考 え る。

2指 導計画

学習指導 要領の 「倫理」 の 「②現代社 会 と倫理」 の 「イ 現代社 会を生 きる倫理」 に示 さ

れた 「自然 や科学技術 と人 間のかかわ り」 の内容 を、5時 間で扱 う。

第1時 限 近代 自然科学 の成立:16～17世 紀 の西洋 の近代 自然科学 の誕生

第2時 限 地球環境問題:環 境 の破壊 と汚染

第3・4時 限 地球環境問題 の解決 の実践例:沙 漠緑化 の事業(本 時)

第5時 限 環 境倫理:地 球 の生態系 に対応 した人類 の文明 の在 り方

3指 導案

(1)本 時 のね らい

「これ か らの地球市 民 と しての生 き方」 につ いて、2時 間 の連続授業 で学 習す る。

第1時(第3時 限)

解 決困難 な問題 で も、 自己の使命を 自覚 して、生涯をか けて取 り組 んでい る人が い る
とおやませいえい

ことを、沙漠緑化運動 の実践者遠 山正瑛 の生 き方を通 じて認 識す る。

① 沙漠緑化 の積極 的意義 と して、遠 山正瑛 の 「緑 の平和論 」を理解す る。

② 人間 と して の 「自己」 に託 されてい る、「他者」 に対 す る使 命 と課 題 に 目覚 あ る生

き方 を理 解す る。

第2時(第4時 限)

これか らの地球 市民 と しての生 き方 の方向性を認識す る。

① 緑化事業 を例 に、 これか らの望 ま しい国際協力の在 り方 を考 え る。

② 地球 の環境 問題 の解決 に向 けて、 自分た ちが実践 で きることにつ いて考 え る。

(2)展 開例(100分)

学習項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

沙漠化 にっ い ・地球環境 問題の一 っであ る 「沙漠化」 にっ いて 自 ・ グ ル ー プ ご と

一5一



て 分 の知識 を確認す る。 に着 席 さ せ る。

導
入 ① 沙漠化 はどれ くらいの速 さで進むのか。 ・OHPと ワ ー ク

10 ② 沙漠化 の原因 は何か。 シー トを利 用 す
分

③ 沙漠化 が人類 にどのよ うな影響を与え るか。 る 。

沙漠緑化の実 ・沙 漠 化 の問 題 を、 ど う した らよ い と思 うか 。 ・沙漠緑 化運 動

践 ① 沙漠緑化の実践者 遠山正瑛についての学習 を紹介 した新聞

「他者」 へ の ア 生涯 のあ らま しにつ いて の説明 を読 ま せ る。 東

使命 に目覚 め イ 中国の沙漠緑化 に取 り組む よ うにな った、実 京 新 聞(1995.6.

る 存 的な契機 につ いて 26)サ ンケ イ新

中国 のか か え ウ 今 日の中国の人口問題 にっ いて 聞(1995.7.6夕
へいはい ず もうりゆう

る人 口問題 ～一 人 っ子政策 、黒核子 、盲流 などの諸問題 刊)

沙漠緑化の意 工 遠 山正瑛 の 「緑 の平和論」 ・ ワ ー ク シ ー ト

義 ～ 中国で沙漠緑 化が実現可能 な ことを実証 し、 を利 用 して、遠

それを端緒 と して世界 の沙漠緑化事業 へ と発 展 山正瑛 の略歴 、

展
させ、沙漠地域 の住民 の貧 困をな くし、紛 争 や 中国の人口問題

戦争 の原因の ひとつを取 り除いて、世界平 和 の を学 ばせ る。 人

開 実現 に貢献 しよ うとす る考 え方。 口問題 が人 々の

沙漠緑化の実 ② 沙漠緑化事業にっいての学習 人権を損な う原

70 践 ア ビデオ学習(15分) 因 と もな っ て い

ポプ ラ100万 本植林達成 の具体 的取 り組 み。 る点を強調する。

分 国際協力の在 イ 植林活動 の実践か ら、国際協力 の在 り方 を考 ・ビデ オ(15分)

り方 察 す る 。 を利 用す る。

a中 国人の現地雇用～〈牧民〉をく農民〉へ ・・ (日 本沙漠 緑化

現地 の住民 の現金収入 の増収 を図 り、生 活 を 実践協会制作の

安 定 させ、家畜 の過放牧 によ る沙漠化 を防止 ビデ オ)

す る 。 ・植林事業 が 現

b日 本 人 ボ ラ ンテ ィ ア 「緑 の協 力 隊 」 に よ る 地 の人 々の生 活

日中 の民間交流 … 地球市 民 による市民 運 と結 び付 いて い

動へ。市民 レベルの交流 による相互理解 で平 る点 な どを、ワー

和 の礎 をっ くる。 ク シ ー トで ま と

c国 内での緑化協力活動 … 紙 コップ集 あ め させ る。

ま
生徒自身の問 ① 遠 山正瑛 の生 き方か ら学んだ こと、感想 な どを ・バ ズ学 習 を行

と 題へ の関 わ り 話 し合 う。 ない、代表者 に
め
20 方を考 える ② 身近 な環境 問題 の解決 に向けて、 自分 たちの 出 グループの意 見

分
来 る こ とは何 か に っ い て話 し合 う。 を 発 表 させ る 。

(3)評 価の観点

① 次 の事項 につ いて、生徒 が自分 の言葉で説明で きるか。
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ア 沙漠化 の原因

イ 沙漠緑化 の意義～ 「緑 の平和論」 の考 え方

ウ 「地球市民」 によ る市民運動 を通 して の、望 ま しい国際協力 の在 り方 と条件

② 地球 の環 境問題を生徒 が自分 自身 の課題 と して受 け とめ、身近 な環境 問題 に対 して 自

分 が どの よ うな行動 が とれるかを考 え、 自分の意見 と して まとめて発表 で きるか。

③ ホー ムルーム、生徒会、 ボ ランテ ィア活動 など、授業以外 の活動 の場 にお ける実践 的

な行動 と して、学 習内容を発展的 に生かす ことがで きるか。

(4)分 析 と考察

「これ か らの地球市 民 と しての生 き方」、す なわ ち 「他者」 に対 す る使命 と課 題 に 目覚 め

る生 き方 が、実際 の授 業を経 て生 徒 にど う伝わ ったかを見 ることに したい。

まず、遠 山正瑛 の生 き方 にっ いて は、素 直 に 「感動 した」、「す ごい」、「尊敬 で きる」、 「夢

を人々 に与 え ることので きる人」、「自分の生涯 を現 役で い続 けよ うとす る精神 は見習 うべ き

ものが ある」 と、大多数 の生 徒が肯 定的 な感想 を述 べてい る。そ して、彼の将来 を見通 した

長期 的展望 と緻密 さにつ いて、「一般 のボ ランテ ィアよ り一段高 い所 にい る」 と評 した生 徒

もい る。 また、「沙漠 緑化の話 しを聞 いて半分信 じられ なか った が、 ビデオ で実際 の 映像 を

見 て実現 で きる と分か った、将来 お金 を貯 あて自分 も植林活動に参加 したい」 という声 もあっ

た。また、もっとマスコ ミや教科書 で取 り上 げ るべ きだ とい う意見 もあ った。

次 に身近 な環境問題 につ いては、 ゴ ミ問題(分 別収集、 リサイ クル、ポイ捨て しない)を

あげ るものが圧倒的 に多か った。 なかには 「今 までいい加減 に ゴ ミを捨 ててい た自分が恥 ず

か しい。 これか らはきちん と分別 したい」 とい う反省 もあ った。実際 に授業 の後で ゴ ミの分

別状況 がよ くな ったク ラス もあ った。その他、紙 を無駄 に しない、酸性雨対策 と して 自動 車

の使用 を控 え る、川を汚 さないなどがあげ られて いた。

最 後 に、「地球市民 の生 き方」 について述 べた感想 をあげて お く。

「私 は これか ら先 、っね に 『自分 は地球 に対 して何がで きるか』 とい う事を心 にお いて行 動

しよ うと思 います 。 … 人間が人間であ るため に も、『地球 に対 して何 が で きるか』 とい

う事 は欠かせ ない事 だ と思 います。」、「これは他人事 じゃな く自分 たち ひ と りひ と りの問 題

だか ら、誰 も逃 げないで真正面 か らこの問題 にっ いて考 えてい きた い。」、 「自分 た ちに とっ

て、その時 だけのよい ことにふ りまわ されないで、 もっと永 い 目で見 て、本当 はど うす るべ

きかを考 え なけれ ばな らない。考 えた ら、それを行動 に移 さねばな らない。それが 自分 の 人

生 に も、 自分 の子孫 の人生 に も大 きくかか わ る ことを、考 えな くて は な らな い と思 う。」、

「楽 をす る ことを中心 に考 えて い くよりも、 自分 たちの住 んで い る地 球 の ことを中心 に物事

を考 え るべ きだ と思 う。私 たちは地球 に住 まわせて もらって い るのだか ら、感謝 しなけれ ば

な らない。」、「私 が人 間 と して生 まれて きた意 味 ・目的、そ して 、人 間 は本 当 は何 の ため に

生 きてい るのか、そ の答を、彼 の人生 を知 る ことによ り少 し分 か ったよ うな気 が します。」

(5)参 考文献

① 遠 山正瑛 「沙漠緑化 に命をか けて」TBSブ リタニカ

② 遠山柾雄 「沙漠緑 化への挑戦」読売新 聞社

③ 大谷愛人 「倫理学講義 」勤草書 房

一7一



4資 料 ワー クシー ト

1沙 漠 化の原因 にっ いて

1東 南 ア ジアやアマゾ ンの熱帯雨林 の開墾 ・開発

発展 途上国 におけ る((人 口》 の増加

a

tO

C 羅 籠櫨勤
2社 会 の工 業化 による弊害

a

、
D

C

土壌 の荒廃 ・《風食)

によ る表土 の喪失

先進 国 による建築材 ・パ ルプ材 と しての((木 材》の伐採

生 活用水 ・工業用水 のための 《地下水))の くみす ぎ

工場 や自動車 などか らの 《二酸化炭素》 の排 出が原因 と

なる((温 室》効果 → 地球 の((温 暖》化

II中 国 の人 口問題

現 在 およそ 《12億》 人の人 口を どのよ うに養 うかの問題

1中 国政府 のK-一 人 っ子》政策
→ 戸籍を もたな い 《黒核子[へ いはいず]》 の増大 とその

人権の問題 → 推定((7000万 》人

2農 村部 の貧困 → 都市部へ の人 口の流入=((盲 流》の問題

3食 糧 ・資源 ・ 《エネルギー》 の不足

地 球 の
沙 漠 化

1年 に((6万))㎞ が

沙漠化 して いる。

日本 の国土 にあて は

め れ ば 《九 州 》 と

((四国》 を合 わせ た

面積 に相 当す る。

皿 遠山正瑛の略歴

1906年

1934年

1935年

1942年

1948年

1963年

1972年

1984年

1991年

1995年

1996年

山梨県 で生 まれ る

京都帝国大学農学部卒業(27歳)

中国 に留学[華 北 を視察](28～29歳)→((日 中》戦争 が始 まる

旧制鳥取高等農林学校 の教授 とな る(35歳)

鳥取大学農学部 の教授 とな る(41歳)

鳥取大学付 属砂丘 研究施設長 とな る(56歳)→K鳥 取砂丘 》の農業利用 を研 究

鳥取大学 を退官(65歳)→ この年 にK日 中》 国交の回復

鳥取 に沙漠開発研 究所を開設 す る

中国沙漠開発 日本協力隊を編成す る(77歳)

中国の沙披頭[さ ば と う]で 《ブ ドウ》栽培の モデル農場を作 る

日本 沙漠緑化実践協会 を設立(84歳)

クブチ沙漠 の恩格貝[お んか くばいコでKポ プ ラ》植林100万 本を達成す る(88歳)

現在、次 の段階 として200万 本植林 を 目標 に継続 中であ る

子 の遠 山柾雄 、孫 の寿子 も沙漠緑化 の運動 を継承 してい る
寄付 ・会費

IV中 国 におけ る遠 山正瑛 の植林 事業 の実践

賃金

1

犠 》へ一 緻 鑛 地雇用

鏡ぬ 入による
生活の安定

2

農場経営

日本沙鱗
会一[ボ ・議 蠣 獅 の種

1幣 くし・瀧;婁 畢鞍
植林活動 ←___幽 日本人のボランティア団体

=((緑 の協力隊 》

沙泌 生態系》の回復をはかる ↓
y日 中の民間交流

商品的価値のある((農産物》の生産
V緑 化の技術

1砂 の移動を防止す るために((草方格[そ うほうか く]》を作 る

2植 生の回復 ・黄河の洪水対策 として((葛》を植える

3牧 柵[家 畜の過放牧対策]

4苗 木の活着率の向上のたあに保水剤を使用する

・住 宅材 ・薪 と して利 用す るため に((ポ プ ラ》を植林す る
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皿 高齢化社会 における尊厳ある生き方

肇.研 究 内容 と方法

医療技 術の高度化 などによ り、平均寿 命が伸 び るとともに、高齢 化社 会が急速 に到来 して

い る。その結果、高齢者 の尊厳 あ る生 き方 とは何 かが問われ はじめて いる。そこで、このテー

マに基 づ いて、在宅介護 の問題 について、「倫理」 と 「政経」 のそれ ぞれの観点か らアプ ロー

チを試 み、「生徒 が 自 ら考 え解決 して い く姿勢」を育 成す る ことを ね らい と した指 導 案 を作

成 した。

◎在宅介 護 の共通事例

「倫理 」 一痴呆老人 の心 の問題 の観点 か ら、生命 への畏敬 の立場 に立 って尊 厳 あ る生 き

方 とは何か を考 えさせ る。

「政経 」 一高齢者福祉 の制度 の観点 か ら、今後 の日本 の社会保 障の在 り方 にっ いて考 え

させ る。

(注)日 本 は1994年 に高齢化率 が14%を 超 え、国連の指針 で言 う 「高齢社会」の段階 に入 っ

た。本稿で は 「高齢社会」 ではな く、従来 の用語 であ る 「高齢化社 会」で統一 す る

ことに した。

2.指 導計画

「倫理」 で は、学 習指導要領(2)「現代社会 と倫理」 の(イ)「 現代社会 を生 きる倫理」 で扱

い5時 間 で学 習す る。第1時 限 では 「人間 の尊厳 と生命へ の畏敬 の思想」、第2時 限が本時 、

第3時 限 では 「イ ンフォーム ド・コンセ ン ト」、第4時 限では 「安 楽 死 、尊 厳 死」 第5時 限

で は 「脳死 ・臓器移植 」を内容 とす る。

「政 治 ・経済」 で は、学 習指導要領(3)「現代の経済 と国民生活」 の(ウ)「 現代 経済 と福祉

の向上 」で2時 間で扱 う。第1時 限で は日本の社 会保障制度 とその特徴及 び問題 点 につ いて

学 習 し、第2時 限が本 時であ る。

「倫理 」 では 「生命 の畏敬 」の立場 か ら痴呆老 人の心の問題 に目を向 け させ なが ら、社 会

全体 の 「支 えあい」 の シス テムの重要 性 に気付 かせ、「政経」 では 「倫理」 での学習 を受 け、

高齢者福 祉 の システムにっいて学 習す る。その際学校 所在地 のA区 の高齢者福祉制度 か ら高

齢者福祉 の在 り方 にっ いて考 えてい く。

3.指 導案

〔「倫理」 での指導 案 〕

(1)ね らい

前時 で学習 した ことを踏 まえ、在宅介護の事例を通 して生命 の価値をめ ぐる問題 を扱 い、

人間の尊厳 への考察 を深 あなが ら、高齢化社会の問題を 自己の問題 として とらえ、具体 的

な対 処方法等 にっいて考 え させ、 自 ら解決 して い く姿勢 を育成す る ことを ね らいとす る。

(2>展 開例

一9一



学習項目 学習活動 指導上の留意点

導

入

5

分

人間 と動 物 との

相違

マザ ーテ レサ の

事例

・人 間 だ け が思 い や りを示 せ る こと に 気

付 く。

・ 「死 を待 っ人 の家 」 の例 を示 し、 人 間

は お互 い助 け あ うべ き だ とい うマ ザ ー の

思 想 を理 解 す る。

・簡 単 な例 を あ げ る。

・マ ザ ー テ レサ の 経 歴 も簡

単 に説 明 す る。

展

開

3

5

分

(1)高 齢化 社 会

の到来

(2)在 宅介 護 の

孤独 な痴 呆 老

人 の事例

㈲ 痴呆老 人 の

問題行動

① 尊厳 死 を

希望す る立

場 の意味

② 痴 呆老 人

への先 入観

③ 痴呆老 人

の中 に人間

の尊厳 を認

めてい こう

とす る立場

・ 「高齢 化の スピー ド国際比較」 の資料

か ら急速 に高齢化社 会が到来 し、老 人 の

人間 と しての生 き方 が問われは じあて い

ることに気付 く。

・ 「ほとん ど面倒 をみて もらえない孤独

な老人」 の事例を基 に、在 宅介護 の介護

者 と介護 される人の各 々の立場 に立 って

相手 にあてた手紙を書 き感情を疑似体 験

す る。

・ 「ぼけた ら判断力が な くな って 自分 で

決定 で きな くな って しま うが、尊厳 死 を

とるか延命治療 を とるか とい う場合 に は

自分 は尊厳死 を希 望 して い る。」 とい う

意 見の背景 に、人間の 自律 に尊厳性 を認

め よ うとす る思想 があ ることに気付 く。

・ぼ けることへの偏見の資料 を読 み、痴

呆 につ いて は問題行動 にばか り焦点 をあ

て られ、本人 の心 の動 きにっ いて はほ と

んど触 れ られて いないことに気付 く。

・痴呆老人 の何 かを見抜 く心 の鋭 さを示

した資料 か ら、 自己決定 で きない中 に も

人間の尊厳性 が存在 してい るとい う立 場

の主 張の意 味を考 え る。

・背景 に 「生命への畏敬」 の思想 が あ る

ことに気付 く。

・資料 か ら気付 いた ことを

発表 させ る。

・数 人 に発表 させ、気 付 い

た ことにっ いて感想 を記 入

させ る。

・ 「尊厳死」 の意 味 に も簡

単 に触 れ させ る。

(異 な る立場 につ いて は本時 の後半 で触 れ る)

・は じめ の感 想 と この 資 料

を 比較 させ 、 気 付 い た こ と

を書 き出 させ て 、 自己 の 陥

りが ち な もの の考 え 方 の 特

質 を振 り返 らせ る。

・前 時 で 扱 っ た 「生 命 へ の

畏 敬 」 の 立 場 の思 想(ガ ン

ジー、 シュバ イ ツ ァー等)

に も簡 単 に触 れ させ る。
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よ く生 きるとは ・ 「家族 による痴呆老人の在宅介護の限界 ・野木裕子 「あなたの親が倒

の事例」(共 通事例)を 読む。 れたとき」新潮社などを もと

ま
[事例]痴 呆状態の老母が家の中で物を手 に、内容を整理 して事例のプ

当た り次第 に投 げるようにな り、息子夫婦 リン トを作成す る。

と は困惑 した。老母が便を失禁 したときに息

子が手を上 げたところ、老母 が息子につか ・気付いたことを数人に発表

め
みかか って きた。息 子 の子 ど もた ちが この さ せ る 。

is 様子を息 を詰 めて見ていたことか ら、息子 ・社会全体の 「支えあい」の

は老母の施設入所を考えるようになった。 システムがなければ解決 でき

分 ・ 「生命への畏敬」 の立場か ら、様々な解 ない問題があることに気付か

決策を考え、それぞれの長所 と問題点を整 せ、政経での学習への問題意

理す る。 識 を もたせ る。

(3)評 価 の観点

① 在宅介護 の問題点 を理解 で きたか。

② 異 なる立場 を踏 まえなが ら自己の見解 を明確 に表現 で きたか。

③ 現在かか えて い る高齢者福祉 の在 り方 にっいて、生命へ の尊重 の立場 か ら自分 な りの

見 解が もて たか。

(4)分 析 と考察

① 具体 的事例を考察 して い くに当た って、 まず相手 の立場 に立 った感情 体験を させ る こ

とに努 め た。 この点 にっ いて、相手 に手紙を書 くとい う手法(「 ロール ・レタ リング」)

を活用 し、誰 にも気がね な く自由に率直 に自己の感情を表現 させ、双方 の立場 を 自分 の

心 の中で疑似体 験 させ ることを ね らいと した。短 い時間の中 では、 イメー ジが膨 らみづ

らく、あま り具 体的 な内容 は見 られ なか った。む しろ ドラマの一部を見 せて、 セ リフを

作 らせ る展開 の方が取 り組みやすか ったように も思われ る。

② 痴呆老人へ の先入観 を きっか けに、 自己の陥 りがちな ものの考 え方の特質 を振 り返 ら

せ たが、 は じめの感想 と見比 べ られ るワー クシー トがない と、 自分 の心の問題 を掴 み づ

らい印象を もった。

③ 最 後の問題解決 の方法 のメ リッ ト ・デメ リッ トの整理 と 「支 えあい」の システムへ の

気付 きのっ なが りが、スムーズにいかなか った。 もう1時 間程度 時間をか け、 グル ープ

活動 で アイデアを出 しあ う中 で、デメ リッ トを解決 して い く方法 を模 索 させて い った方

が問題意識 が深 まったよ うに思 われる。

(5)参 考文献

高橋道子 「老 人介護365日 」春秋社

沖藤典子 「誰 が老 いを看 るのか」 ミネルヴ ァ書房
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ぼけの老 人をかかえ る家族の会 「ぼ けとたたか う」新 日本新書

藤野信行 「介護の こころを さ ぐる」福村出版

〔「政治 ・経済 」での指導案 〕

(1)ね らい

前 時(第1時 限)で 学習 したことを基 に、現在の 日本 がかかえ る社 会保障 の問題点 を、

高齢化社 会の視点か ら考え る。 この時間 は、家族 によ る高齢者 の在 宅介護 の限界 か ら出発

し、 まず高齢者福祉制度 にはどのよ うな ものが あるのかを知 る。そ して現在 の高齢者 福 祉

制 度の問題点を認識 し、今後の よ りよい高齢者福祉 を主 体的 に考 えて い く一っ の きっか け

とな ることを 目標 とす る。

② 展開例

学習項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

・前 時で学 習 した現在 の日本 の社会保障制度 とその特 徴 ・本 日 の 課

高齢者福祉の問
導

題点 と在 り方 に
及 び問題点 を踏 まえ、高齢者福祉(「 倫理 」 で学 習 した 題を簡単 に

入 「社会全体の支え あい」の シス テム)の 問題 点 と在 り方 説 明 す る 。
つ いて

5 にっ いて考 え る、 とい う課題 を掴 む。 その際身近 な具 体

分 例を基 に本校の所在地であるA区 の高齢者福祉制度か ら

考 え る。

・資料 を使

在宅介護の具体 ・ 「家族 によ る痴呆老人 の在 宅介護 の限界 の事 例」(共

う 。

例 とその対 応策 通事例)を 読 む。
・数名 の意

につ いて ・この状態 を改善す るためにはどのよ うにすべ きなの か

見 を聞 く。
率直に思 うことを発表す る。

・資料 を使

展

開

現在の高齢者福

祉(A区 の内容

・現在 のA区 の高齢者福祉制度(① 在宅介護②在宅 外 介

護)の 内容 と問題点 の説明 を受 ける。
う

と問題点 にっ い ・次 にA区 の高齢者福祉制度 を利用 した場合 、上記 の具
40

て) 体例 の状態 を改善す るためにはどのよ うにす べ きか① 、

分 ② の そ れ ぞ れ にっ い て考 え る。
・用 意 した

ω(① にっ いて は日常生活 の時程を基 に)、 高齢者 福 祉
プ リ ン トに

制度 の内容 を選択す る。
記入 させ る

(-r>選 択 した高齢者福祉制度 の内容 の月 当た りの出費 、
・数 名 の意

問題点 をあげ る。
見 を聞 く。

今後の高齢者福 ・A区 の高齢者福祉制度 の現状 と課題 をま とめ、今 後の

一
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祉 の在 り方 につ 高齢者福祉 の在 り方 を考 え る一 っの きっかけ とす る。
ま

と
いて

め
5

分

(3)評 価 の観点

① 高齢者福祉 の問題点 を 自己の身近 な問題 と して とらえ、また具体例 な内容 にっ いて認

識 で きたか。

② 現 在か かえ る高齢者福祉 の課題 を理解 で きたか。

③ 今後の高齢者福祉 の在 り方 にっいて関心 を もっ ことがで きたか。

(4)分 析 と考察

① 痴 呆老人 の状態 とその介護 に当た る家族 の状況 の生 々 しい具体例 は、生 徒 に強 い関心

を呼 び起 こ し、最初 の 「この具体例 の状態 を改善す るにはどのよ うにすべて きなのか」

では、予想以上 の活発 な意見 が出された。

A区 の高齢者福祉制度 の具体例 な内容 にっ いて は、 その ことをま とあた プ リン トで説

明 を行 った。全体の内容 の説明 に時間 がかか り、 イメー ジが湧 きに くか ったよ うである。

ビデオ(A区 の高齢者福祉制度を説明)を 利用 し、視覚 に訴 えた説 明を行 えば、 もっ と

効果的 に理解 で きたので はないか と思われ る。生徒 の意見で は、多 くの者 がA区 の高齢

者福祉制度 が非常 に多 くの種類 のあ る ことに驚 いて いたが、大 まか な内容 にっ いて は認

識 で きたので はないか と思 う。

② 実際 に この具体例 の状 態を想定 して、A区 の高齢者 福祉制 度を利用す るとい う作業 を

行 うこと(用 意 した ワークシー トに記 入)に よ り、 この課題 の認識を深 あ ることを ね ら

い と した。時間 の関係上 、資料 に予想 され る長 所短 所を、あ らか じめ一部提示 したが、

時 間が あれ ば議論 などを通 して、生徒 がま とめていけ るよ うに した ら、 さ らに この課 題

の認識 を深 め られ たのではないか と思 う。

③ 高齢者 福祉の今後 の 「在 り方」 を考 える一っ の きっか けを っ くることで止 めた。 しか

し② にっ いての意 見がでて いるので、指導案の 「まとあ」を さ らに発展 させ、「在 り方」

を考 えていけ るよ うな内容 にっな げ られ るよ う、指導案を作成 してい く必要があると思 っ

た。(3時 限構 成 と し、第3時 限 にその内容を行 うことも考 え られ る。)

(5)参 考 文献

山井 和則、斉藤弥生 体験 ルポ 「日本 の高齢者福祉」岩波新書

野 木裕子 「あ なたの親が倒 れた とき」新潮社

「せたがやの社会福祉」(総 合編)他 、世 田谷 区福祉部編 の資料
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4資 料

(資 料1)ロ ール ・レタ リングの実践

ロール ・レタ リングは、過去 を想起 し、現実を直視す ることに よって思考を巡 らしな が ら

当事者二者 の立場 に立 って 、それ ぞれ の気持 ちや考 えを相手 に訴 え るとい う仮想書簡文 で あ

る。 こ うした過程 の中 で課題 が焦点化 され、 自己の問題性への気付 きが深 ま って い くこ とを

ね らいとす る。生徒 の書 いた内容 には次 のよ うな ものがあ った。

(1)痴 呆老 人か ら介護者(家 族)へ の手紙

① 「私 が寝 たき りの生活 を送 りは じめて、 もう8年 。 キヌ子 さん には、 いっ も私 の介 護 を

して もらって いる。 あ りがたい と思 って いる。が、私 は、少 しで いいか ら外 に出た いの

だ。なの に私 は一人で は、外 に出 ることがで きな い。だか ら手伝 って ほ しい。それ に、

普段身 の まわ りの世話以外 に も話 しか けて ほ しい。私 はさび しいんです。」

② 「子 ど もに冷 た くされ て腹立 た しい。迷惑か けるだ けな らば死んだ方が いいか も しれ な

い。」

(2)介 護者(家 族)か ら痴呆老人へ の手紙

「いっ もお じい さん にはす まないと思 って います。で きれば もっとお世話を してあげ た い

けれ ど も、昼間 は私一人 で家 の用 を片付 けなければ な らない し、 とて も忙 しいんです。 私

も努 力 します が、私 の体 ももう年です。少 しは考 えて くだ さい。」

これ らの多 くは、相手 に対 して内心 に うっ積す る反感、憎悪 などを訴 え ることに止 ま りが

ちだ った。交信相手 を取 り巻 く他 の人 々の態度や立場 など、思考範囲を多角化 させて相 手

の立場を もう少 し具体的 に考 え るよ う方 向付 けをす る必要が あったよ うに思 われ る。

(資 料2)世 田谷区の高齢者福祉 につ いての ワー クシー ト

*今 回の例 は、70歳 以上、寝 た きりに相 当す る ものとす る。 それぞ れ利用 しない場合 も長所 、

短 所 は記 入す ること。在宅介護 と在宅介護以外 の介護 の両方を考 える。

〔在宅介護 〕

1.シ ョー トステ イ に つ い て

(1)シ ョー トステ イを利 用 します か 。

(2)利 用 す る場 合 、何 日か ら何 日 ま で

を考 え ま す か 。

(3)か か る費 用 は月 い く らで す か 。

(4)長 所 、 短 所 は どの よ うな点 ですか 。

2.デ イ サ ー ビス につ いて

(1)デ イ サ ー ビスを 利 用 します か 。

② 利 用 す る場 合 、 週2回 ま で で す が

そ の他 は ど う します か 。

(3>か か る費 用 は月 い く らです か 。

(4)長 所 、 短 所 は どの よ うな点 です か。

3.ホ ー ム ヘ ルパ ー にっ いて

(1)ホ ー ム ヘ ルパ ーを たのみ ます か。

(2)利 用 す る場 合 、 何 曜 日、何 時 か ら何 時

ま で に時 間 を設 定 しま す か 。

(3)か か る費 用 は月 い く らで す か 。

(4)長 所 、短 所 は どの よ うな 点 で す か 。

4.そ の他 の福 祉 サ ー ビス にっ いて

(1)利 用 した い もの は何 で す か 。

(2)長 所 、短 所 は どの よ うな点 で す か 。

5.合 計 の 費用 は い くらで す か 。

6.全 体 の 問題 点 は何 で す か 。

〔在 宅以 外 の介 護 〕

1.施 設 で は何 を選 択 します か 。 ま た理 由 は

何 で す か 。

2.月 あ た りの 費 用 は い く らです か 。

3.長 所 、短 所 は何 で す か 。
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1V人 権保障の発達 と基本的人権の保障

1.研 究 内容 と方法

本 グループで は、生徒が 「政治 ・経済」 の学習を通 して、価値 に関す る思索を深あなが ら、

身近 な ところに起 こる様 々な問題 を解決す る ことのできる能力 を育成す るたあの指導 にっ い

て研究 した。 ここで は、普遍的 な理念 につ いて の学習 とと もに、生徒 の身近 にあ る具体 的 な

問題 に焦点 を当て、「人権保 障の発達 と基本 的人権 の保障」 を取 り上 げ ることと した。

これまで、人権 に関す る学習 では、 ともす ると、権利を羅列 した り、過去 の判例 などに と

らわれた概念 的 な学 習が多か ったよ うに思われ る。 こうした反省か ら、今回 の研 究で は、 人

権保障 の歴 史やその内容 などの概観 を学習 した後 に、生徒の身近 にある具体 的な問題 と して

「マ スメデ ィア と人権」「知的所有権」 の2っ を取 り上 げ、教材化 した。

これ らの テーマを取 り上 げた理 由は、研究主題 に基づ いて次 の2っ の力 を育 て ることを 目

指 したか らで ある。 まず、現代社会 の 「情報化」「国際化」 の急速 な進 展 に対 応 す る能力 を

養 うことであ る。 メデ ィアは国内 は もとよ り全世界 の状況を24時 間即座 に リアル タイムで伝

え、 また、パ ソコ ンや通信機器 は急速 に普及 し、 イ ンターネ ッ トによ り家庭 に居 なが ら瞬時

に全世界 と通 信す ることが可能 となった。 そ して、様 々な情報 が届 け られ、 その多様 さが そ

の まま現代社 会 に生 きる我 々の価値観 の多様性 と もなって いる。 このよ うに、情報 は従来 に

はないほ どの広 が りと影響力を もっ に至 り、我 々の生活 には欠 くことのできない もの とな っ

た。 しか しその反面 、従来 の考え方 では対応で きない新 たな人権問題が発生 してい るの も事

実で ある。また、文 書や映像 などの複製が容易 になったため に、知的所有権 のよ り強 い保 護

が必要 とな って きて いる。 この問題 にっ いて は、世界各国の文化 ・経済の相違 か ら国際 問題

に まで発展 してい ること も理解 させ たい。

2っ 目は価値観 が多様化 して いる現代社 会のなかで、 自己の価値観を確立す る力 を養 う こ

とで ある。現代社会 で は実 に様 々な価値観 が交錯 して いる。先 に述べ たよ うにマス メデ ィア

の影 響 も大 き く、毎 日、 テ レビやその他の メディアか ら情報 が氾濫 して いる。 こう した情 報

の洪水 のなかで、 メデ ィアの情報 の鵜呑みか ら脱却 し、 自ら主 体的 に考え、 自己の価値 観 を

確立 で きるよ うな指導 が必要 とされて いる。また、形 あ るもののみ に価値 を認 めるので はな

く、形 のない ものに も価値 を認 め る考 え方 を理解 させたい。

これ らの指導 を行 う上 で、以下 の ような点 に留意 しなが ら指導方法 を工 夫 した。

まず、知識 として教 え る必要 のあ るものを整理 ・精選 して、問題 を解決 す る能力を養 お う

と した ことであ る。 そのために、生徒 が 日常 よ く触 れ る機会 の多い事柄 か ら考 え させ た り、

具体 的 な事例 を もとに グループ別 に討論 を させた り して、生徒 自身 に主体 的 に考え させ た。

第2に 主題 に もあ るよ うに、人 間尊重 の精神 を洒養す るよ うに努 めた ことで ある。人権 侵

害 に関す る事例 では、生徒 が人権侵害 を受 けた側 の立場 か らの理解 がで きるよ うに授業 を工

夫 した。第三者的立場 ではな く、常 に相手 の立場 に立 った考 え方 によ り、他人 と協調 し思 い

や る心 を は ぐくむ指導 の方法 を考 えた。
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2指 導計画

第1時 限 基本 的人権 の成立 と法 の下 の平等(1)

第2時 限 基本 的人権 の成立 と法 の下 の平等②

第3時 限 自由権 的基本権

第4時 限 社会 的基本権

第5時 限 新 しい人権

第6時 限 マス メディアと人権

第7時 限 知 的所有権

第8時 限 人権 の まとめ

指導計画 は、 今回の研究主題 に したがい、年 間の授業時数 との関係 も考慮 して、人権 分野 で

8時 間扱 い として作成 した。また、研究主題 についての具体的 な共同研究 は第6時 限及 び第7

時限 にっいてそれぞれ実施 した。

第1時 限及 び第2時 限で は、基本 的人権 の成立 につ いて学習 し、「身 分 か ら契約 へ 」 とい う

言葉 で表現 され る近代 の社会 が成立 した歴史的社会的背景 を も合わせて理解 す る。その際 、後

述 の 自由権 と共 に法 の下 の平等 が大 きな働 きを した ことを学習す る。現代 の社会 にあ って も、

様 々な課題 に対 して法 の下 の平等 の実現 のために多 くの努力が なされて いる ことを考察 し、生

徒 自身 が、人間 としての在 り方生 き方 について考 え、基本的人権 を尊重す る態 度を養え る よ う

指導 す る。

第3時 限 では、 自由権 につ いて学 習す る。自由権 の内容で ある精神的 ・身体 的 ・経済的 自由

権 の いずれ もが、現在 におけ る我 々の考 え方や行動 の基準 となる もので、価値観 が多様 化 した

現代 社会 の下 で もその意義 は失 われてはいない ことを理解す る。 また、 自由権 自体、当初 の形

式 的な 自由か ら実質的 な 自由へ と発達 して いるこ と、 たとえ ば、表現 の自由が現代 の情 報 化社

会 に合致す るよ う 「知 る権利」 や 「情報公開請求権」 ・ 「アクセス権」 ・ 「反論権 」 など に発

展 して いる ことを理解 させ、新 たな状況 に的確 に対応 できる資質を育て られ るよ う指 導す る。

第4時 限 では、社 会権 について学習す る。社会権 は近代資本主義社会 の原 則的 な価値基 準 で

あ る自由 と平等 に対 して、福祉国家 的な見地か ら修正変更を迫 る ものであ ることを理 解す る。

すなわ ち、 自由競争 の結果 その勝者 はます ます強大化 し、 その敗者 はます ます弱体化 して い く

状況 を 「市民的 自由」 の名 の もとに放置す れば、明 らか に不公平かつ不正義 な結 果 となる。 っ

ま り、社会権 はそのよ うな社会的弱者 を生存権 ・教育権 ・労働権 の名 の下 に、国家の助力 によっ

て救 済す る権利 であ ることを理解 す る。そ こで、将来 において、生徒 自身 、 ボ ランテ ィア活動

な どを通 じて社会的弱者 の人 々 と実際に関 わ りを もっ とき、 たとえば生存権 の重要性を主 張 す

るだ けで はな く、それ らの人々が今何 を必要 とし、それに対 して今 自分 にで きる ことは何 か な

ど人 間尊重 の精神 に基 づ き、 自ら考 え判断 し行動 で きるよ うな能力 を養 え るよ う指導す る。

第5時 限 では、新 しい人権 について学習す る。新 しい人権 は憲法制定 の社 会状 況で は権 利 と

して考 慮 され なか ったが、社会 の発展 によ って主張 されるよ うにな った こと、憲法の思想 や そ

の精 神 に反 しない限 りで きるだけ承認 しよ うとす るものである ことを理解 す る。 また、新 しい

人権 を実質的 に保障 してい くことの重要性 を学習す る と同時 に、た とえば、環境権 に関連 して

一16一



大量消費社 会の繁栄 の背景 にあ る諸問題 を学習す る ことによ り、 それ らが生徒 自身 の身 の回 り

や地域 に関 わ る身近 な問題 であ ることを自覚 させ、 ほん の少 しの心 がけで地球 的規 模 の問 題 も

自分 たちの問題 と して取 り組 み、解決 できるのだ とい う姿勢 を もて るよ う指導 す る。

第6時 限で は、松本 サ リン事件 に関 し、情報 の送 り手 や受 け手 あるい は誤報道 による直 接 の

被害者 や、全 く無関係 の一般市民 の間 に生 ず る諸問題 の解決 を通 して 、 メデ ィアの影響力 の 大

きさやメデ ィアの在 り方 と我 々の関 わ り方 につ いて学習す る。 まず、 メデ ィア側 の 自由 と して

「報道 の 自由」 が主張 され る。他社 よ りも早 く情報 を伝 えたい ・視聴 率 や販 売部 数 を伸 ば した

いとい う動機 か ら、裏 付 け も不十分 なまま報道 して しま う傾向が見 られ、 その結果 、深刻 な人

権 問題が生 じることを理 解す る。次 に、 メデ ィアにより人権侵害を受 けた側 として 「名誉権 ・

プ ライバ シー権 」の侵害が問題 となるが、 これ らの権 利の事後的 な救済 だけでは保護 には十 分

でな い ことを学 習す る。最 後 に、一般市民 の側 あるいは事件の被 害者側 として 「知 る権利」 が

重要 で ある ことを学 習す る。 ただ し、肝心 の市民の側で もメデ ィアの報道 を鵜呑 みに して いな

いか、無批判 に興 味本位 に受容 して いないか などの問題 もあるので、生徒 自身 が送 られて くる

情報 にっ いて 、果 た して事 実なのか どうかを判 断 し選択 で きるような能力を養 え るよ う指導 す

る。

第7時 限で は、知 的所有権 の うち著作 権 につ いて学 習す る。近年 の急速 な情報技術 の発達 に

よ り、著 作権 一財産権 一人権 に対 す る被 害が大 きな問題 にな って きて いる ことか ら、著作権 の

意味 や内容 にっ いて学習 し、生徒 自身あ るいは社 会全体 も含あて著作権 に対す るイ メー ジが判

然 と して いない ことを理解 す る。そ して、我 々が普段何気 な く行 って いるコ ピーや ダ ビングが

どのよ うな意味 を もっ のか にっいて考 え る。 また、著作権 をめ ぐる トラブルの具体例 と して、

通信 カ ラオケ の問題 や知的所有権 をめ ぐる国際的な問題 な どが存在 す ることを学習す る。す な

わ ち、著作権 は形 のない財産権 なので軽 ん じられ る傾 向 もあ るが、実際 は、重大 な国際問題 に

まで発展す るケース も多 い ことを知 る。次 に、著作物 を実際 に利用 す る場 合の問題点 と して、

著作物 を 自由 に利用で きる場合 はどのよ うな場合 か、逆 に、 自由に利 用で きない場合 に はどの

よ うな手順 で、誰の承諾を得 るのか、使用料 や補償金 はい くらか、な ど解 決 しなければな らな

い問題 が多 くあ ることを考察す る。 このよ うな問題 を解決す る過程 で、著 作権 は非常 に大 切 な

財産 権 一人権 であ るとの認識が生徒 に定着す るよ う、 また、「使 え る もの は使 って しまえ」 と

い うよ うな価値観 が安 易 に醸成 され ないよ う指導す る。 さ らに、「何 時 で もど こで も誰 にで も

侵害 し侵害 されやす い人権」で ある著作権だ けに、侵害す る側 と侵害 され る側 とが容易 に入 れ

替 わ ることがあ り得 ることを理解 し、生徒 自身、著作物を創作 した人 の立場 に立 って考 え る こ

とがで きるよ う指導す る。

第8時 限 では、人権 の国際化 につ いて学習す る。戦後、人権 の国際的保障 の観点 か ら多 くの

宣言 や条 約が採択 されて きた。 しか し、 どの ような条約 が採択 され たか あるいは批准 され たか

だ けで はな く、生徒 自身 が人権 問題 に関 して、国の内外 を問わず、人間尊 重の精神 に基 づ いて

基 本的人権 に関す る問題 をよ り的確 に判 断 し行動 で きるよ うな資質 を もて るよ う指導す る こと

こそ重要 であ る。 この ことによ り、各 自の聞の考 え方 や行動 、国家 間の文化 の違 いや価値 観 の

相違 などを見 出だす ことが で き、 その結果 、相互理解 も深 ま り国際 的な共 同歩 調 も取 りやす く

な ることを学 習す る。
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3指 導案

〔「第6時 限 マ スメデ ィアと人権」 につ いての指導案 〕

(1)本 時のね らい

生 徒の身近 な情報源 として のマスメデ ィアが人権 侵害を して いる事例を取 り上 げ、人権

を擁 護 して い く観点 か ら、 マスメデ ィアの在 り方 と我 々の関わ り方 にっ いて考 え させ る こ

とをね らいとす る。学習 の過程で 、それぞれの立場 に分かれて グループ討論 を行 うが、 そ

の際 に 「その人 の気持 ちにな って考 える」 とい う態度 も育 成 して い く。

(2)展 開例

学習項目 学 習.内 容 指導上の留意点

マ ス メ デ ィ ア の ・資 料 プ リン トの新 聞 の見 出 しを見 て、 ・松 本サ リン事件 の新 聞 の

導 も っ セ ンセ ー シ ョ どんな印象を受 けたか発表 しあ う。 見出 し部分 を集 あて プ リ

入
5

分

ナ リズ ム ン トに し、 配 布 す る。

・生 徒 の 自 由 な感 想 、 特 に

第一 印象 を発表 させ る。

マ ス メ デ ィ ア に ・資料 か ら松本 サ リン事件 の犯人 に疑 ・事件 の概略 を説明 しなが

よる人権侵害 われた会社 員Aさ んの気持ちを考 え、 ら、Aさ んの気持 ちが述

発 表 す る。 べ られて いる記事 を読 ま

せ、生 徒の発言 を も とに

どんな感情が表 れて い る

かを板書す る。

展 ・この事 件 にっ いて 、4っ の 立 場 で 考 ・ ワ ー ク シ ー ト と 同 じ 形 式

え る(グ ル ー プ討 論)。 の枠線 を黒板 に書 き、 生

① サ リン事件 の被害者 ・遺族 徒 に書 き込 ませ る。

②疑われた会社員

③報道 す るメデ ィァ

④ 直接事件 と関わ らない一般市民

・5人 ず っ の グ ル ープ を8っ 作 り、 そ

れ それ の立 場 につ いて 、2グ ル ー プ

ずっ が担当す る。討論 の結 果を黒 板

に 書 く 。

開
・黒 板 に書 か れて た意 見 を ワ ー ク シ ー

トに記 入 す る。

マ ス メ デ ィ ア の ・新 聞 の 「見 出 し」 か ら、 メ デ ィ ア の

影響力 と国民の 影響力 を考察す る。

知 る権利 ↓
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・ 「メ デ ィア に よ る人権 侵 害 」 と 「メ ・Aさ ん が 、 ど の よ う な 人

デ ィアの 報 道 の 自由 」 の 関 係 にっ い 権 侵害を受 けたかにっ い

て両 者を対比 しなが ら考え る。 て考 え させ る。

35 人格権→幸福追求権

名誉権

プ ライ バ シ ー権

分 ・グ ル ー プ討 論 で の② と③

の立場を対比す る。

・国民の 「知 る権利 」 と 「情報 を正 し ・グ ル ープ討論 で の① 、③ 、

く選ぶ判断力」の大切 さを知 る。 ④ の立 場 を対比 す る。

マ ス メ デ ィ ア の ・マ ス メ デ ィアの 在 り方 を そ の影 響 力 ・この2点 に っ い て 自 由 に

在 り方/我 々の か ら考 え る。 発言 させ な が ら、 ま と め

ま
在 り方 発 問 「メ デ ィア は報道 に当 た って 、 ど る 。

と の よ うな姿勢を とるべ きなのか?」

あ ・我 々の マ ス メ デ ィア と の関 わ り方 を
傅

io 考 え る。

分 発 問 「メ デ ィアの報 道 を どの よ う に

受 け止 めるべ きなのだ ろうか

?J

㈲ 評価 の観点

① マ スメデ ィアの影響力 とその人権侵害 の可能性 にっ いて、認識 で きたか。

② グループ討論 に積極的 に参加 し、他人 の立場 で考 える態度 を示 したか。

③ マ スメデ ィアの在 り方 と、我 々のマスメデ ィア との関 わ り方 にっいて考 え る ことが で

きたか。

(4)分 析 と考察

松本 サ リン事件 につ いて、生徒 の理解度が様 々なので、 まず最初 に事件 の大 まか な説 明

と疑 われた会社員Aさ ん やAさ んの家族 の状況 を説明 して お く必要が あ った。 グル ープ討

論 で は、出て きた意見を集約 してい く作業 に時間が取 られ た り、良 い意見 がでて もグル ー

プの中で埋 もれて しま った りす る場面 も見受 け られ た。後半 の、立場 の違 いを対比 す る場

面 で、多様 な考 え方が ある ことを指導 して い くこと も必要 だ と思われ る。

生徒 た ちには、「メデ ィアの報道 す ることはすべて事実 で正 しい」 という思 い込 みがあ っ

たよ うで、それが誤解や人権侵害を生む もとになるとい うことは認識 したよ うであ る。 し

か し、望 ま しい メデ ィアの在 り方 につ いて は、「は っきりす べ てが判 明 す る まで報道 を控

え るべ きだ」 とい う意 見 と、「誤解 を生 まないよ うに表現 に配 慮 した上 で 、逐 次 報道 す べ

きだ」 とい う意 見 に分かれ た。

(5)参 考資料

朝 日新聞1995年7月8日
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1

8

ー

ワ ー ク シ ー トと記 入 例

〈 サ リン事 件 の被 害 者 ・遺 族 〉

・一 刻 も早 く、犯 人 を 捕 え て ほ しい。

・自分 の気 持 ち を ぶ っ け る対 象 が ほ しい。

・犯 人 に損 害 補 償 の請 求 を した い 。

0

〈直接事件 と関 わ らな い一 般市民〉

・早 く犯人 が知 りた い。

・新聞 やテ レビで報道 していれば 「この人 が犯 人」

と思 って しま う。

④

O

〈疑われ た会社員〉

・もし自分 の潔 白が証 明 で きな けれ ば、 この まま殺 人犯

とい うことにされて しまうのだ ろうか。

・自分 や 自分 の家族 は、 どの よ うに周 囲 の人 々 の 目に耐

えてゆ けば、 よいのだろ うか。

③
〈 報 道 す る メ デ ィ ア〉

・一 般 市 民 は、 我 々 メ デ ィア の報 道 に期 待 して い る。

・早 く犯 人 に つ いて 報 道 した い。

・他 の メ デ ィ ア、 他 の 会 社 の報 道 に遅 れ は とれ な い。
f

(で きれ ば、 自分 た ちの独 占 ス クー プ に した い)



〔「第7時 限 知 的所有権 」につ いての指導 案 〕

(1)本 時のね らい

情報化 と国際化 の進展 のなかで、知 的所有権 の侵害 が国際的 に も国 内的に も大 きな問 題 に

な って いる。 この知的所有権 の うち、 ここでは主 に著作権 を取 り上 げるが、知 的所有権 の財

産権 と しての位置づ けを確認 させ るとともに、その保障の必要性を理解 させ ることをね らい

とす る。

これ までの公民科 の学習か ら、生徒 も権利 の保障 は大切 であるとい うことを理 解 して い る

が 、生徒 の 日常生活 の一部 とな ってい る 「コピー」を例 と して、 自分 も使 い方 に よって は、

罪悪感 のな いまま、知的所有権 を侵害 して しま う側 に立っか もしれない こと、すなわ ち、実

生活 にお いて、 自分 自身 が侵害 してい るあるいは侵害す る可能性 が高 い権利 があ ることに気

付 かせた い。その うえで、著作物 を作 った側 、す なわ ち異 な る立場 に立 って考 え る姿 勢 を学

ばせ ることで、人権尊重 の精神 を培 いたい。 さ らに、今 まで形 のない ものに対 す る価値 を軽

視 していなか ったか ど うか、 自己の価値観 を見直す一助 とす る こともね らい とす る。

(2)展 開例

学習項目 学 習 内 容 指導上の留意点

生 徒の 日常生 活 の ・発 問 に っ いて 、考 え る。 ・発問に より、生徒 の 日常 生 活

中 で のCopyright (著 作物 を利用す る立場) に密接 に結 びつ いて い る権 利 と

導
Q1:コ ピ ー を し た こ と が あ る しての複製 権を主 な内容 とす る

か 。 著作権 につ いて、生徒 の関 心 を
入

Q2:何 を コ ピ ー し た の か 。 引 き付 け る。

10
Q3:コ ピ ー し た の は な ぜ か 。 ・数 人 の生 徒 に答 え させ る。

・Q3で は
、 「コ ピ ー 」 に よ っ

分 て、時間的 ・経済的節約 が図 れ

.

て(手 軽 で安 価)便 利 な ことを

確 認 す る。

著作権 とは何か ・発 問 にっ いて 、 考 え る。 ・著作物 を作 った人の立場 と利

(著 作物を作 った人 の立場) 用 す る側 の2つ の立 場 が あ って 、
展

Q4:自 分 の ノ ー トの コ ピ ー で 、 人権保障 の観点 と、社 会の 文化

友人が 自分 より良 い成績 を とっ 発展 との折 り合 いをっ けな け れ

た ら ど う思 うか 。 ば な らな い こ とに、 生 徒 自身 に

気 付 か せ る。

開 ・日常生活 に密接 な場面 にっ い

て考 え る。

Q5:CDを カ セ ッ ト テ ー プ に ・CD
、 カ セ ッ ト テ ー プ を 見 せ
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ダ ビ ングす る こ とは許 さ れ る の る 。

か 。 ・著作物の個人的利用 は認 め ら

Q6:ダ ビ ン グ し た カ セ ッ トテ ー れる こと、 その範囲 を超 え て利
8

プ を 、 お金 を と って 貸 した り、 用す る場合 には、著作権者 の許

売 った りした らどん な問題 が あ 諾が必要で、使用料 ・補償 金 等

る か 。 を支払 わな くて はな らない仕 組

み に な って い る こ とを理 解 さ せ

る 。

・ 「使 え る もの は使 って しまえ」

と い う考 え に陥 らな い よ う、 人

権尊 重の立 場か ら考 え るよ うに

配慮 す る。

・プ リ ン トを 配 布 す る 。

・複製禁止 のただ し書の意 義 を ・CD
、 本 、 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ

理 解 す る。 トを見せ なが ら、著作権表示マー

30 プ リ ン ト … … マ ー ク ・ た だ し書 クや複製 禁止 のただ し書 を示す。

著作物を め ぐる ト ・著作権 が侵害 され た具体例 に

ラ ブ ル つ いて 学 習 す る。

プ リン ト…… 通 信 カ ラ オ ケ ・プ リ ン トの 事 例 を示 す 。

分 (新 聞 記 事95.12.30.朝 日 ・形 の な い もの に も、 価 値 が あ

96.7.22日 経 ・ 日 経 流 通) る こ とを確 認 させ る と と もに 、

保護 の難 しさを理解 させ る。

・情報化 ・国際化の進む現在 、

著作権 をめ ぐる トラブルが大 き

な問 題 と な って い る ことを知 る。

プ リン ト…知的所有権を め ぐる ・プ リ ン トの 事 例 を示 す 。

国際的な問題 ・情報 化が進展すると、コンピュー

(新 聞記事 の見 出 し タ ソ フ トを め ぐ る問題 が ク ロ ー

95.2.27～96.6.18.朝 日) ズ ァ ップ され る 。

・各 国 の文 化 、経済 の相 違 か ら、

国際問題 が生 じて しま うこ とが

ある ことを考 え させ る(第8時

限 との関係上 、あま り深入 りは

しな い)。

知的所有権 とは ・著 作 権 に は、財 産 権 と して の ・ ワ ー ク シ ー ト を 配 布 す る
。
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何か 側面以外 に、著作人格権 と して

ま
の側 面 もあ るこ とを知 る。また 、

と 著作権以外にも知的所有権 とし

め て位置 づけ られ る権利 があ る こ ・基本的人権 の中の財産権 と し

10 とを学 ぶ 。 て知的所有権 を位 置づ け、 保護

分 ・プ リ ン トで 作 業 を す る
。(知 す る必要生 を確認 す るの み な ら

的所 有 権 に関 す る ワーク シー ト) ず 、形 の な い権 利 で あ るが故 に、

・財産権 と して保護 されて い る
自分 自身 はそれを軽 視 して いた

現状 と、保護す べ き必要性 につ こ とに気 付 か せ る。

い て認 識 す る。

(3)評 価 の観点

① 具体 的事 例 に対 して、主体的 に考え る姿勢が あったか。

② 著作権 の保護が どの よ うになされて いるかを理解 し、身の回 りの ことに関心を もてたか。

③ 知 的所有 権 の財産権 として位置づ けが理解 できたか。

④ 社会 の変 化 に伴 い、人権保障 も拡大 している ことを理解で きたか。

(4)分 析 と考察

知的所有権 に関 して、関心 のあ った生徒 はほとん どお らず、生徒 たちがいかに この権利 を

意識す ることな く 「コ ピー」 を行 って きたかを うかが い知 る ことがで きた。また、著作物 の

創作者 とな ることを現実的 な想定 として考 え られ ないせ いか、 その侵害行為 に対 す る罪悪 感

が希薄 な生徒 が少 な くなか った。 ただ し、国際化 ・情報化 の進展 によってます ます重要 な問

題 とな るであ ろ うことは十分理解 で きたよ うである。 この教材を きっか け として、形 のな い

ものに対す る価値観を見っ め直 し、 日常生活 にお ける自己の行動を反省 して ほ しい もの で あ

る。今後 は、ます ます問題 となるで あろ うコ ンピュータソフ トの保護 や、 イ ンターネ ッ ト上

で の著作権 の保 護を は じめとす る人権保障 にっ いて、 どの よ うに教材 と して取 り上 げ るか を

考え てい きたい。

(5)参 考 文 献 ・資料

・FrankH .Foster,RobertL.Shook著 「入 門 ア メ リカ知 的 財 産 権 」 安 形 雄 三 訳 日本

評 論 社

・松 浦 康 治 「こ こが 「知 的 所 有 権 」 違 反 で す 」 中 経 出 版

・芳 原 信 「知 的 所有 権 読 本 」JICC出 版 局

・中 山 信 弘 「マ ル チ メ デ ィア と著 作 権 」 岩 波 新 書

・名 和 小 太 郎 「サ イ バ ー スペ ー スの 著 作 権 一知 的 財 産 は守 れ るの か 一」 中 公 新 書

・別 冊 ジュ リス ト 「著 作 権 判 例 百 選 〈 第2版 〉 」有 斐 閣

・(社)著 作 権 情 報 セ ンター パ ンフ レ ッ ト 「は じめ て の著 作 権 講 座 一著 作 権 って何? 一」
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・(社)日 本 音 楽 著 作 権 協 会(JASRAC)パ ンフ レ ッ ト

「知 的 所 有 権 に 関 す る ワ ー ク シ ー ト」

1著 作 権

著 作 物(小 説 ・脚 本 ・論 文 ・講 演 ・音 楽 ・舞踊 ・絵 画 ・彫 刻 ・地 図 ・図面 ・映 画 ・ビ デ オ

レコ ー ド ・(CD)・ キ ャ ラク タ ー ・写 真 ・編 集 物 ・設 計 図 ・建 物(コ ン ピ ュ ー

ター ソ フ ト)・(デ ー タベ ー ス))

著 作 者 は、著 作 物 を 創作 した時 点 か ら、 原則 と して そ の死 後(50)年 間 、権 利 を 保 護 さ れ

る

　一 一[饗 讐
_.__

著 作権 …(財 産権)

・(複 製権)ex .出版 ・複写 ・録音 ・録画

・上演権 、演奏権

・放送権、有線送信権

・口述権

・展示権

・上映権、頒布権、貸与権

・翻訳権、翻案権

・二次的著作物 の利用 に関す る権利ex .翻 訳物 に関す る原作者

の権利

【関係条約】 ベル ヌ条約(文 学的及 び美術的著作物 の保護 に関す るベ ルヌ条約)

万 国著作権条 約

↓

copyrightnotice(著 作権表示)

(◎)又 はCopyrightか 、CoprOO年 ○○○○○

(最 初 の発行年)(著 作権者 の氏名)

cf.(著 作隣接権)

著作物 を公衆 に伝達 す る者(実 演 家 ・レコー ド製作者 など)に 与 え られ る権利 で、 実演

等 が行わ れた ときか ら50年 間保護 され る

ex.貸 与権 …… レコー ド発売後1年 間

貸 しレコー ドにつ いて報酬 を受 け る権利 ……貸与権消滅後49年 間

2工 業所 有権

名称((商 標 ⑪ ・商号)商 標法 ・商法

技術(発 明=(特 許)・ 考 案=実 用新案)→ 特許法 ・実用新案法

デザ イ ン(意 匠)不 正競争防止法 ・意 匠法
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